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異常歯についての討論

小寺春人＊

形成する正中より1個目の歯胚だけが切歯化の場に形成

され， 1と2を形成させる場の作用により，近心半が1

の形態を，遠心半が2の形態を形成したために，あたか

もlと2が癒合したような形態の1＋2の癒合歯が形成

されたと考えている。したがって， この場合，正常なら

ば2を形成する2個目の歯胚は，犬歯化の場に形成され

たために3を形成したことになる｡」という。

また，高橋らは過剰歯の場合について，癒合歯とは反

対に場の拡大により生じるとし，たとえば本来は2本分

であった切歯の場が拡大し3本目までをカバーしたの

で，過剰な3番目の切歯がつくられ，これより遠心の歯

は順次一つずつずれて形成される。そして，代生歯列の

遠心端の第2小臼歯は， 「第2歯堤」の「6番目の歯胚」

によって作られると説明している。

筆者が以前に「癒合歯の成因に関する一考察」 （小寺，

1979）という一文を書き，歯の形態形成に関する一つの

作業仮説を述べた。その後，高橋・小林（1986）によっ

て，異常歯の形成過程につき筆者の考えとは，類似して

いるもののやや異なる意見がのべられている。そこで，

この相違点について誌上討論するように編集部から要請

があったので，若干の意見を述べることでその責を果た

したい。

しかし，具体的な議論には深入りしないで，古生物学

的な問題の背景について述べ，今後の研究課題としたい。

なぜなら，具体的な議論をするだけの研究を筆者も，ま

た他の研究者もやっていないからである。

癒合歯の成因についての二者の考え

ヒトの癒合歯は通常，下顎の切歯から犬歯にかけて，

2歯が一つの歯に癒合した形態をとるものをいう。それ

ゆえ歯数のうえからは, l歯分だけ減少したことになる。

癒合歯の成因に関した従来の諸説については，先（小

寺， 1979）に述べたので省くが，その大方の見方は，二

つの歯胚が発生途上にまさしく癒合するというものであ

る。

筆者は，歯胚上皮が互いに結合するのは一般的に容易

でないこと，またそのような痕跡が癒合歯の組織柵造の

上に認められないことから，癒合歯は一つの歯胚から由

来したものと考えた。これをふまえて，歯の形態形成の

過程をつぎの二段階にわけて考え，癒合歯の成因を説明

した。第一段階は歯数の決定段階で，上皮性歯胚が間葉

側へ陥入する数により決まる。癒合歯では正常な数より

も陥入数が少ないか，あるいは2つの上皮性歯胚が一体

化して陥入したものと考える。第二段階は歯の形態を決

定する段階であり，歯胚の形態がおよそ鐘状期に達した

時期である。ここで歯胚は，いわゆる「場」 (Butler, 19

39）との交互作用により（交互作用の主導性は場）形態

が決定される。癒合歯では，歯胚が1つでありながら2

歯分の形態要素をもった「場」と交互作用することにな

り，その結果2つの形態をそなえた癒合歯が形成された

と説明できる。

これに対して高橋・小林（1986）は，癒合歯の主因を

顎骨の縮小による切歯化の場の縮小と考えている。すな

わち「顎骨の切歯化の場の縮小により，正常ならば1を

比較検討

両者の考えを比較すると，力点が異なるだけでその論

理は同じものである。なぜなら歯胚数とこれに作用する

「場」の大きさはまったく相対的な問題だからである。

しかしあえて自説にこだわるなら，どちらがより実体的

にとらえられるかといった点で，歯胚数の減少とみる方

が実証性があるものと考える。なぜなら， ヒトの乳切歯

から第1乳臼歯歯胚が杯状期（歯乳頭形成期）にある位

憧関係とその形をみるなら(cf大江, 1984),第1乳臼

歯の歯胚と他の歯胚が明瞭に区別されるので，もしこの

領域に歯胚数の異常があれば形態学的にわかるはずであ

る。

他方， 「場」の大きさは実体のないものである。また歯

数を一定と考えるなら，癒合歯によって余った歯が遠心

端でどうなっているかの説明を要する。過剰歯の場合は

不足分の歯胚を第1大臼歯の代生歯原基に求めているよ

うであるが， このものがはたして歯の原基といってよい

かどうかすら，議論のわかれるところである。したがっ

て， この説明はかなり無理があるといえよう。

歯の相同性と場について

筆者が先の論文（小寺， 1979）で特に強調した点は，

歯の相同性において個々の歯の相同性が否定され，各歯

種ごとの相同性のみが存在するのではないかというもの

である。つまり，何番目の歯であるとか，切歯が何本あ
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るかは歯の相同性とは直接に，かかわりのない問題であ

ると考える。

さらに系統発生学のうえから異常歯を考えるとき，癒

合歯が進歩的で，過剰歯が先祖返りと単純に考えるのも

疑問がある。器官としての歯は，歯列弓全体を単位とし

た運動体であり，たとえば歯列弓の短縮過程の一つの現

象として，癒合歯や過剰歯などの変異が現れるのではな

いだろうか。

他方，異常歯そのものの成因にかかわる問題の核心

は，何によって歯の形が決まるかということに，たちか

える。すなわち，いかなる異常歯といえども，一つの歯

としての形態形成が完結すること，その形態は歯の形成

される歯列上の位置関係，つまり前後（近遠心）に形成

される歯の形との相互関係のもとにつくられる， という

ことである。歯が完結した一つの形に形成されるとは，

癒合歯についてみれば，その近心は近心の形態になり，

遠心は遠心の形態が作られるわけで，近心ばかりの歯が

つくられたりはしない， ということである。 （ただし，

まったく新しいタイプの異常歯の「分裂歯」がみいださ

れている。これについては未発表なので，つぎの機会に

議論したい｡）また，歯の形が隣接する歯との関係で決

定されると考えるなら，わざわざ実態のない「場」を想

定しなくても，個有の歯そのものに「場」の概念を還元

することができるのではないかと思う。無論，形態の基

本的なプランは遺伝的なものであり，また個体の大きさ

や性別に相関してるであろうが，これらは歯列全体の問

題であって，個々の歯はその位置関係に規定されるので

はないだろうか。

おわりに，たぶんに思弁的な議論になってしまった

が，これらの問題解決は，実験的手法を使った研究をこ

れからやる以外にないと思う。
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◆本の紹介◆◆

読ませる本であると思われる。哺乳類の歴史をさぐるの

に，一番身近なイヌやネコを題材に取り上げ，それをも

とに祖先をさぐるという構成になっており，子供でも興

味をもって般後まで読んで↓､くと思われる。カイイヌや

カイネコの歴史も詳しく書かれ，意外な歴史に興味を持

たせる。

ただ難をいえば地質時代の絶対年代の年代がページに

より統一されていない点や本文に第三紀・第四紀といっ

た用語が使われているのに，表紙の裏の系統樹の表には

使われていない点などである。

類瞥にはない独創的な考えも盛り込まれており，化石

研会員に一読をお薦めする。なお小沢会員に連絡すれ

ば，割引価格で購入できる。

〈三島弘幸＞

伊東章夫作・マンガ．井尻正二監修

小沢幸重校閲

「イヌ族・ネコ族の祖先さがし」

A5, 1 11頁，国土社, 780円

最近マンガで語る科学物や歴史物などが畜店に多数出

回っている。これは現代の読者層の興味が変化している

ことによるかもしれない。しかしそれらの本をぶて承る

と，ただ単にやさしくするために，文章ではなく，マン

ガを用いたといったものが多く，マンガがもつ調刺・社

会批評が薄らいでいるように思われる。本書はその点で

はよく考えて作られており，ためになりかつおもしろく
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